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§１．研究開発実施体制 
（１）「若宮」グループ（京都大学） 

①研究開発代表者：若宮 淳志 （京都大学化学研究所、教授） 
②研究項目 
・高出力化：材料・デバイス開発 
・高耐久化：材料・封止技術開発 
・タンデム化：材料・デバイス開発 
・材料・デバイスの特性評価 
 

（２）「早瀬」グループ（電気通信大学） 
①主たる共同研究者：早瀬 修二 （電気通信大学インフォ・パワードエネルギー・システム

研究センター、教授） 
②研究項目 
・高出力化：材料・デバイス開発 
・高耐久化：材料・封止技術開発 
・タンデム化：材料・デバイス開発 
 

（３）「大北」グループ（京都大学） 
①主たる共同研究者：大北 英生 （京都大学大学院工学研究科、教授） 
②研究項目 
・光物性測定の実験 
・材料・デバイスの特性評 
 

（４）「佐伯」グループ（大阪大学） 
①主たる共同研究者：佐伯 昭紀 （大阪大学大学院工学研究科、教授） 
②研究項目 
・高出力化：材料・デバイス開発 
・TRMC の測定 
・材料・デバイスの特性評価 
・機械学習を用いた新規材料の探索と開発 
 

（５）「丸本」グループ（筑波大学） 
①主たる共同研究者：丸本 一弘 （筑波大学数理物質系、教授） 
②研究項目 
・ESR のオペランド測定 
・材料・デバイスの特性評価 



（６）「沈」グループ（電気通信大学） 
①主たる共同研究者：沈 青 （電気通信大学大学院情報理工学研究科、教授） 
②研究項目 
・高出力化：材料・デバイス開発 
・材料・デバイスの特性評価 

 
（７）「飯久保」グループ（九州大学） 

①主たる共同研究者：飯久保 智 （九州大学大学院総合理工学研究科、教授） 
②研究項目 
・理論計算を用いた材料探索 
・材料・デバイスの特性評価 
 

（８）「吉田」グループ（千葉大学） 
①主たる共同研究者：吉田 弘幸 （千葉大学大学院工学研究院、教授） 
②研究項目 
・表面・界面物性測定（UPS、MAES、LIPES 等） 
・材料・デバイスの特性評価 

 
§２．研究開発成果の概要 
 Sn 系ペロブスカイト太陽電池の高性能化に向けて、材料開発およびデバイス構造、作製法の開

発の観点から、ペロブスカイト層の欠陥密度（バルク、粒界、ヘテロ界面）およびバンドオフセットの

低減の研究項目に取り組んだ（若宮G、早瀬G、大北G、佐伯G）。界面やデバイス構造の物性評

価（沈 G、大北 G、佐伯 G、丸本 G、吉田 G）と理論計算（若宮 G、飯久保 G）により、材料・デバイ

ス構造における効果と課題抽出を行い、改良へのフィードバックを行い、材料・デバイス開発研究

を進めた。主な成果として、Sn ペロブスカイト層の界面（ZnI2 処理）および内部（硫黄イオン処理）

の欠陥低減法を開発し、15%を超える広電変換効率を得た。従来の p-i-n 構造に加えて、n-i-p 構

造のデバイス作製についても検討した。電荷回収層との界面接合について、先端分光法（PL、

ESR や、UPS、MAES、および LEIPS）を用いた解析と理論計算により、メカニズムの解明と課題

抽出を行い、材料開発にフィードバックした。大面積塗工技術開発に向け、プロセスインフォマティ

ックスを用いた検討を進めるとともに、独自の真空乾燥法を開発した。これにより、基板の下地の濡

れ性によらず、Sn 系ペロブスカイト層の均一な成膜が可能となった。 
 また、独自の電子回収材料を開発し、これを用いることで Sn 系ペロブスカイト太陽電池の耐久性

も向上できることを見出した。さらに、Sn 系ペロブスカイト太陽電池をボトムセルに用いたオールペ

ロブスカイトタンデム型太陽電池を作製し 29.7%（認証値 29.26%）の光電変換効率を得た。Sn ペ

ロブスカイト太陽電池をトップセル、CIGS をボトムセルに用いた鉛フリータンデム型太陽電池では、

世界トップレベルの光電変換効率（11.5%）を得ることができた。 
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